
管　理　等管　理　等

・河川の管理

・水防活動

・災害対策車両

・危機管理体制

・河川情報システムの整備

・自治体との情報交換

・排水機場の運転調整

・不法投棄・不法占用状況

・水質事故対策

・刈草の有効利用

・市民団体等との協働活動

・河川の協働管理に向けた取り組み

・水生生物調査

・矢作ダムの管理



１．河川管理施設「堤防・樋門等」の点検維持

２．出水時における樋門等の操作

３．河川管理施設等の修繕

４．水質事故対応

５．その他

● ●　河川の管理

・河川巡視、堤防除草等

・樋門の開閉等

・護岸修繕等

適切な河川管理により、河川管理施設の機能維持や良好な河川環境の確保に努めている。

樋門の開閉操作

主な管理



● ●　出水対応

（豊田市平和町 平成１２年９月）

矢作川豊田防災ステーション（豊田市森地区）

洪水予警報、水防警報の迅速な発令を行い、水防活動を支援している。

防　災　拠　点

水　防　活　動　状　況



● ●　災害対策車両
災害対策車両として「排水ポンプ車」と「照明車」を活用し、浸水被害の軽減に努めている。

照明車

・照明能力：２ｋｗ×６灯

・５００ｍ離れた場所で新聞が読める明るさ

・排水能力：３０ｍ3／分

・学校の２５ｍプールなら１０分程度で排水可能

排水ポンプ車

平成１２年９月の東海豪雨時に活躍する排水ポンプ車

（庄内川水系庄内川）



● ●　危機管理体制

被害軽減を図るため、ハザードマップ作成支援などのほか、関係機関や地域住民間の情報伝達体制の充実を図る。

ハザードマップ作成状況
（平成１５年８月現在）

平成１５年４月西尾市

平成１５年４月岡崎市

平成１３年９月豊田市

平成１３年９月碧南市

平成１３年７月安城市

公表年月市町村名

※市町村が作成した防災マップ等含む



● ●　河川情報システムの整備

矢作川の整備状況

河川の水位、雨量等の基礎データや画像　

光ケーブル敷設区間：

　　
ＣＣＴＶカメラ： ２５台 内本年度８台増設予定

流域５自治体接続完了　　　　　　　　　　　　
（豊田市､岡崎市､西尾市､安城市､碧南市 ）

目的及び用途

①水位、雨量等の基礎データの収集と提供

②ＣＣＴＶカメラによる画像情報の収集と提供

③大規模地震における被災情報の迅速な収集

④防災情報の共有化（自治体､沿川住民）

情報は洪水等による被害軽減に重要

　矢作川河口～豊田市～矢作ダム管理所

（ 施設監視､出水状況等 ）

防災対策に必要な雨量等の情報などを、迅速かつ正確に沿川住民や関係機関に提供する河川情報システムの整備を進めている。

矢作川水系 光ファイバ ネットワーク



● ●　自治体との情報交換

水位、雨量の基礎情報

ゲートの開閉状況

ＣＣＴＶカメラの映像

水防活動、水質事故情報等

市　

町

国
土
交
通
省

防災情報システムによる提供画面・データ等



● ●　排水機場の運転調整

河川名 管理者 排水量(m3/s)

豊田市 1.50

豊田市 2.50

豊田市 2.50

豊田市 35.60

豊田市 6.22

豊田市 15.00

岡崎市 21.68

岡崎市 14.00

岡崎市 11.00

岡崎市 22.60

岡崎市 11.00

安城市 20.00

西尾市 3.70

西尾市 4.00

西尾市 0.70

矢作川

施　設　名

　　　①　　　川田排水機場

　　　②　　　千石排水機場

　　　③　　　御立排水機場

　　　④　　　中部雨水ポンプ場

　　　⑤　　　柳川排水機場

　　　⑥　　　上郷排水機場

　　　⑦　　　大門ポンプ場

　　　⑧　　　八帖ポンプ場

　　　⑬　　　米中排水機場

　　　⑭　　　堀割排水機場

　　　⑮　　　西奥田排水機場

　　　⑨　　　岡崎鹿乗排水機場

　　　⑩　　　赤渋ポンプ場

　　　⑪　　　合歓の木排水機場

　　　⑫　　　鹿乗川排水機場

矢作川本川には、多くの排水機場が設置されている。



● ●　不法投棄・不法占用状況

不法投棄・不法占用が増加しており、日々の巡視を強化している。

河川巡視

放置された自動車 投棄された家具類

放置された船舶



平成13年度１４件、平成14年度１２件、15年度は８月末までに１０件が発生し、水質事故が多発している。　　　　　　　　　　　　　
７月に水質汚濁対策連絡協議会を開催し水質事故防止するため広報活動、現地訓練、連絡体制強化をはかった。

● ●　水質事故対策

矢作川（乙川）平成１５年５月１２日

オイルマットでの吸着処理状況

　ホームページでの情報提供　



● ●　刈草の有効利用

堤防除草に伴う刈草の有効利用とコスト削減を図るため、沿川の国、県、市、県、農協による「西三河刈
草等バイオマス利用推進連絡会」を平成１５年９月１８日に発足させ、刈草等の利用拡大を図っている。

ロールにして農家へ提供堤防除草状況



「川の通信簿」の実施

平成１５年８月２７日

矢作川上・中・下流部それぞれ１地点ずつ、計
３地点において、矢作川沿川で活動している市
民団体３団体１５名の協力を得て実施した。

「川の通信簿」

市民や市民団体と河川管理者が共同して
河川空間の現状について評価する。

● ●　市民団体等との協働活動
市民団体の方々に河川の空間利用等について、視察・評価して頂く「川の通信簿」を今年から実施した。

水辺の楽校（岡崎市）での実施状況



● ●　河川の協働管理に向けた取り組み

昨年（平成１４年）より、河川愛護・三河湾浄化を目指して「川と海のクリー
ン大作戦」を実施している。（平成１４年　8,700人参加）　　　　　　　　　　　
　今年は10月26日（日）を中心に矢作川・豊川・海岸で実施し約10,000人
が参加予定である。

Ｈ１４　安城市

Ｈ１４　西尾市



● ●　水生生物調査

夏休み期間中に沿川の小学校５校、延べ８７人が参加し、　
矢作川の３地点で水生生物による簡易水質判定を実施した。

岩津天神橋調査地点

明治頭首工調査地点

藤井調査地点



ダ　ム　の　管　理

低水時のダムの管理 ダム貯水池・周辺施設の管理洪水時のダムの管理

気象・水象データ収集
●下流基準地点の流量データ
   の収集
●都市用水等の供給と既得用
   水の安定化及び下流河川環

   境の保全等に必要な下流河
   川流量及びダムからの補給
   量の計算
●放流可否判断等。放流警報

   及び巡視
●放流操作

警 報 及 び 下 流 巡 視 関 係 機 関 へ の 通 報

放 流 設 備 等 の 点 検

低 水 管 理 へ 移 行

終 了

洪 水 調 節

放 流 開 始

関 係 機 関 へ の 通 報

●各施設の整備、点検
●データの検証、整理、報告

●提体の挙動、観測
●貯水池周辺の巡視
●環境整備
●維持改善の工事
●水質等の調査・保全

●管理業務
●対外業務他

● ●　矢作ダムの管理

流木処理施設流木処理施設

ダム湖内の流木処理施設管理所

警報施設

情報表示板 情報表示端末画面橋脚水位標

操作室


